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パ水腫の治療.rめまい・慢性中耳炎の診断と治

療J， 156-168，真輿交易医書出版部，東京， 1998. 

4) 渡辺行雄:視刺激により回転感覚が発生するの

はなぜか. r耳鼻咽喉科・頭頚部外科クリニカル

トレンド」野村恭也他編， 110 中山書庖，東京，

1998. 

5) 渡辺行雄:後迷路性前庭障害をどのように診断

するか. r耳鼻咽喉科・頭頚部外科クリニカルト

レンド」野村恭也他編， 116-117，中山書庖，東京，

1998. 

6) 渡辺行雄:メニエール病. r今日の治療指針

1999年版J， 868-869，医学書院，東京， 1998. 

7) 渡辺行雄 :ENG記録の見方. r第15回日本平

衡神経科学会医師講習会テキストJ， 68-75， 1998. 

@原著

1) 中川肇，渡辺行総 Hans-ChristianLarsen， 

Matti Anniko :めまい症例における空間識の認

識機能. Equilibrium Res. 57 : 69-74， 1998. 

2) 中川 肇，渡辺行雄，大村明彦:耳鼻咽喉科領

域の不随意運動と柿帯湯.漢方診療 17 : 18-19， 


